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置として 8 カ所の餌サイトがある直径 920 cm の円形状の実験アリーナを構築した。イノシシは飼育管
理や調教が非常に難しいため、広範囲の実験スペースに導入する実験は世界的にも非常に少なく、円
形状の実験装置に導入した実験は行われていない。 
 そこでまず第 1 章では、オープンフィールド実験を行い、本実験装置でのイノシシの行動を調査し
た。供試個体は 5 頭であった。実験 1 から実験 3 まで行い、実験 1 ではアリーナ入口の扉下部に、実
験 2 ではアリーナ入口の扉下部に加え、扉から 50 cm 離れた地点に、実験 3 ではアリーナ入口の扉下
部と各サイト入口地点にそれぞれ餌を設置し、供試個体に自由に餌を採食させた。餌には直径約 1 cm
の粒状の焼き菓子を用い、以降の章の実験でも同様のものを餌として用いた。アリーナの扉は開けた
状態で、1 日 1 試行行った。実験 1、実験 2、実験 3 における総餌量は 10 粒、20 粒、20 粒であり、
試行時間は 2 分間、3 分間、5 分間、実験日数は 2 日間、5 日間、5 日間であった。実験 1 ではほとん
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どの供試個体がスタートボックスから出なかったが、実験 2、実験 3 ではスタートボックスから出て
アリーナに進入した。餌の設置位置は後に行った実験ほどスタートボックスから遠ざけたが、それに
伴い、イノシシもアリーナの広い範囲を移動するようになった。アリーナをスタートボックスからの
距離に応じて Near エリア、Center エリア、Far エリアと分割し、実験ごとの各エリアでの滞在割合









 第 2 章では、各サイトの中に餌を設置して実験 1 から実験 3 まで行い、実験ごとにサイト内の餌の
設置位置や量を変えることで、それらが一定の大きさに仕切られた場所へ進入する際のイノシシの行
動と警戒度に及ぼす影響について調査した。供試個体は 4 頭とし、すべての実験は 1 日 1 試行行った。
実験 1 における餌量は各サイト 2 粒、または 3 粒とし、餌の設置位置を徐々にサイトの奥に移動させ
た。実験開始時はアリーナ扉を開けた状態で行い、試行時間は扉を開けてから 5 分間としたが、最終
的にはアリーナ扉を閉め、試行時間を供試個体がスタートボックスを出てから 5 分間に変更した。し
かし、供試個体はサイト内の餌を採食することへの動機付けが低く、実験 1 を終了した。実験 2 では
各サイトに設置する餌量が多い条件と少ない条件を交互に提示し、供試個体の行動を比較した。両条
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にある餌を採食するというパターンが多かった。試行時間を 10 分間に変更すると、4 頭中 3 頭が時間
内に全ての餌を採食した。 
 第 2 章では、試行内で供試個体に提示した餌量は各サイトですべて同じであり、試行間で提示する
餌量を変化させた。そのため、多量の餌と少量の餌を同時に提示した際にイノシシがどのようにそれ
らの餌を採食するかは明らかになっていない。そこで第 3 章では、2 カ所の餌場に異なる量の餌があ
る時のイノシシの採食戦略について、2 カ所のサイト内に設置する餌の量や配置を変化させ、イノシシ
の採食順序と行動を調査した。供試個体は第 2 章の実験 3 で餌を完食した 3 頭としたが、そのうちの
1 頭は馴致段階で実験装置を警戒する行動を示したため、2 頭のイノシシを実験 1 および実験 2 に供試
した。実験では、左右両端にある L サイトと R サイトの 2 カ所に量の異なる餌を設置し、イノシシに
自由に採食させた。両実験は 1 日につき 1 セッション行い、1 セッションを 5 試行とした。1 試行でア
リーナ内に設置する総餌量は 60 粒とし、それを 2 カ所餌サイトに分配して設置した。設置する餌量の
組み合わせは、第 2 章で設定した 30 粒を基準に、50 粒と 10 粒、40 粒と 20 粒、35 粒と 25 粒に加え、
両サイトの餌量に差がない 30 粒と 30 粒の 4 組とした。各餌量の組み合わせにつき 2 セッション行っ
た。両実験は合計 8 セッション（4 組 × 2 セッション）ずつ行った。同じ餌量の組み合わせにおいて、
先に行う第 1 セッションと後に行う第 2 セッションで多量の餌と少量の餌を設置するサイトを反転さ
せた。実験 1 ではトレー上に横一直線に餌を配置し、実験 2 では横列だけでなく縦列にも餌を配置し
た。実験 1 では、イノシシは餌量の差に関係なく右側の R サイトへの偏向性、または右側の R サイト
で先に餌を採食する傾向が認められた。実験 2 では、実験 1 で認められた右側の R サイトへの偏向性
や傾向がなくなり、餌量の差が大きい 50 粒と 10 粒の餌量の組み合わせにおいて多量の餌を優先的に





シシにとって侵入する難易度が農地によって異なると考えられる。そこで第 4 章では、2 カ所サイト
に餌を設置し、そのうちの一方にのみ障害物を設置することでサイトに進入する難易度を変化させ、
それがイノシシの採食順序と行動に及ぼす影響を調査した。供試個体は 2 頭とし、実験 1 および実験
2 を行った。障害物には目合が 5 cm、線径が 3.2 mm の鉄製溶接金網を使用した。実験 1 では左右両
端にある L サイトと R サイトの 2 カ所に同量の餌を設置し、そのうちの一方のサイトの入口に、金網
を防護柵のように立てて設置した。障害物の高さは 10 cm、30 cm、50 cm、70 cm の 4 段階とし、最
も高さが低い 10 cm のものから順に提示した。10 cm の障害物は R サイトに設置し、それ以降はセッ
ションごとに障害物を設置するサイトを反転させた。1 セッションは 20 試行とし、1 日 1 セッション、
各高さの障害物につき 1 セッションずつ行った。試行時間は 1 分半とした。障害物を越えて餌を採食
した試行数が 20試行中 4試行以下だった場合、その高さの障害物で実験 1を終了し、実験 2に進んだ。
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実験 2 は実験 1 と同様の手順で、L サイトと R サイトの 2 カ所に 50 粒と 10 粒の量の異なる餌を設置
し、餌量の多いサイトの入口に、実験 1 を終了した高さの障害物を設置して行った。実験 1 において、




れた。個体 A は 50 cm、個体 B は 30 cm の障害物を提示した際、障害物を超えて餌を採食したのが 1























 第 1 章では、動物の採食行動研究に有用な装置である放射状迷路を参考に、実験装置として 8 カ所
の餌サイトがある直径 920 cm の円形状の実験アリーナを構築して、オープンフィールド実験を行い、
本実験装置でのイノシシの行動を調査した。供試個体は 5 頭とし、実験 1 から実験 3 まで行った。実
験 1 ではアリーナ入口の扉下部に、実験 2 では扉下部に加え、扉から 50 cm 離れた地点に、実験 3 で
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は扉下部と各餌サイト入口地点にそれぞれ餌を設置し、供試個体に自由に餌を採食させた。実験 1 で
はほとんどの供試個体がスタートボックスから出なかったが、実験 2、実験 3 ではアリーナに進入し
た。餌の設置位置は後に行った実験ほどスタートボックスから遠ざけたが、それに伴い、イノシシも
広い範囲を移動するようになり、スタートボックスから遠い場所での滞在割合も増加し、Near エリア、












































ただ、実験の進行に伴って供試個体が 5 頭から最終章では 2 頭になり、例数の少なさを指摘されるか
も知れない。しかし、野生のイノシシを飼育下においてこのような研究に供するまでに至るには、多
大な困難を伴うものであり、たとえ少頭数でも彼らの能力や採食戦略を明らかにしたことは、今後の
被害対策を立てる上で、大きな知見と言える。 
５）考察と結論 
 先行研究による知見との比較検討から、本研究の結果の意味するところやそこからの展開を考察し、
今後のイノシシによる農作物被害対策に示唆を与えるものとなっている。 
６）参考文献 
 本研究において、必要不可欠と思われる文献はほぼ網羅されており、緒言および考察で適切に引用
されている。 
  
３．審査結果 
 これらの成果は、イノシシの採食戦略に関する新たな科学的基礎知見の提示に留まらず、今後のイ
ノシシによる農作物被害発生の機序の解明に貢献するものと考えられ、博士（学術）の学位に相応し
い業績と評価される。 
